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地域の救急医療を守るために
～大洲喜多休日夜間急患センター完成～



　

12
月
１
日（
木
）、
大
洲
市
東
大
洲
（
愛
媛
県

大
洲
庁
舎
前
）
に
大
洲
喜
多
休
日
夜
間
急
患
セ

ン
タ
ー
が
開
設
さ
れ
ま
す
。

　

今
月
号
で
は
、
大
洲
喜
多
休
日
夜
間
急
患
セ

ン
タ
ー
の
必
要
性
に
つ
い
て
、
大
洲
市
の
地
域

医
療
の
現
状
と
課
題
、
地
域
医
療
を
取
り
巻
く

環
境
と
あ
わ
せ
て
取
り
上
げ
ま
す
。

地
域
の
救
急
医
療
を
守
る
た
め
に

～
大
洲
喜
多
休
日
夜
間
急
患
セ
ン
タ
ー
完
成
～
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大
洲
・
喜
多
地
区
で
は
、
こ
れ
ま
で

時
間
外
の
診
察
を
、
在
宅
当
番
医
（
休

日
、
祝
日
な
ど
に
診
察
を
行
う
当
番
病

院
）
と
、
二
次
救
急
医
療
機
関
（
夜
間

な
ど
24
時
間
体
制
）
で
実
施
し
て
き
ま

し
た
。

　

本
来
、
二
次
救
急
医
療
機
関
と
は
、

入
院
治
療
を
必
要
と
す
る
患
者
に
対
応

す
る
機
関
で
あ
り
、
軽
症
患
者
の
受
診

の
増
加
な
ど
に
よ
り
医
師
の
負
担
が
さ

ら
に
大
き
く
な
っ
て
い
る
現
状
が
あ
り

ま
す
。

　

ま
た
、
軽
症
患
者
の
増
加
が
、
重
症

患
者
に
対
す
る
適
切
な
医
療
行
為
を
阻

害
す
る
要
因
に
な
り
、
救
急
医
療
に
対

応
で
き
な
く
な
る
恐
れ
が
生
じ
て
い
ま

す
。

救急医療の現状を探る

　

軽
症
患
者
の
増
加
を
裏
付
け
る
資
料

と
し
て
、
平
成
23
年
７
月
八
幡
浜
・
大

洲
圏
域
の
救
急
患
者
受
入
実
態
調
査
を

見
て
み
る
と
、
救
急
患
者
の
78
％
が
自

家
用
車
な
ど
を
利
用
し
、
自
力
で
来
院

し
て
い
て
、
昨
年
比
10
％
の
増
加
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
救
急
車
で
搬
入
さ
れ
た
り
、

診
療
時
間
外
に
受
診
し
た
人
の
77
％

が
、
通
院
や
入
院
を
必
要
と
し
な
い
軽

症
患
者
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
時
間
別
の
受
診
（
平
日
・
休

日
の
合
計
）
を
見
る
と
、
受
診
時
間
帯

別
救
急
患
者
数
は
、
午
後
２
時
か
ら
４

時
ま
で
と
、
午
後
６
時
か
ら
８
時
ま
で

の
時
間
帯
が
最
も
多
く
、
深
夜
の
時
間

帯
も
一
定
数
の
患
者
が
絶
え
間
な
く
受

診
し
て
い
る
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

　

医
師
の
負
担
が
増
加
す
る
一
方
で
、

大
洲
・
喜
多
地
区
の
輪
番
４
医
療
機
関

で
は
医
師
の
減
少
が
続
い
て
い
て
、
地

域
の
救
急
医
療
体
制
の
存
続
が
懸
念
さ

れ
て
い
ま
す
。

特に軽症　54％

その他　3％

不明　0％死亡　0％

症状の程度別救急患者数

軽症　23％

中等症　15％

重症　4％

重篤　１％

受診時間帯別救急患者数

42
26 16

34
53

75

97

144

113

162

122

56

0
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180
人

午
前
０
時
〜
１
時
59
分

午
前
２
時
〜
３
時
59
分

午
前
４
時
〜
５
時
59
分

午
前
６
時
〜
７
時
59
分

午
前
８
時
〜
９
時
59
分

午
前
10
時
〜
11
時
59
分

正
午
〜
午
後
１
時
59
分

午
後
２
時
〜
３
時
59
分

午
後
４
時
〜
５
時
59
分

午
後
６
時
〜
７
時
59
分

午
後
８
時
〜
９
時
59
分

午
後
10
時
〜
11
時
59
分

不
明
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現状を改善するために
　

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
大
洲
・
喜
多
地
区
の
救
急
医
療
の
確
保
な
ら
び

に
二
次
救
急
医
療
機
関
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、
初
期
救
急
医
療
の
拠

点
と
し
て
大
洲
市
で
は
「
大
洲
喜
多
休
日
夜
間
急
患
セ
ン
タ
ー
」
を
整
備

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

急
患
セ
ン
タ
ー
の
完
成
に
よ
り
、
初
期
救
急
医
療
と
二
次
救
急
医
療
の

役
割
分
担
が
明
確
に
な
り
、
重
症
患
者
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

迅
速
に
対
応
可
能
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

輪
番
二
次
救
急
医
療
機
関
な
ど
の
最
近
の
動
向
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

市
立
大
洲
病
院
は
、
被
ば
く
低
減
を
図
る
最
新
型
の
高
速
Ｘ
線
Ｃ
Ｔ
ス

キ
ャ
ナ
ー
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

喜
多
医
師
会
病
院
に
つ
い
て
は
、
心
臓
の
血
管
描
出
に
優
れ
て
い
る
２

管
球
の
高
性
能
Ｃ
Ｔ
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

大
洲
中
央
病
院
は
、
現
在
、
医
療
体
制
を
充
実
・
強
化
す
る
た
め
に
建

物
の
改
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
加
戸
病
院
は
、
現
在
の
大
洲
市
か
ら
内
子
町
に
移
転
・
新
築
し
、

11
月
15
日（
火
）か
ら
業
務
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

検　査　室

処　置　室
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地域医療を支えたい
「
地
域
の
救
急
医
療
体
制
を

存
続
さ
せ
る
た
め
に
」

　
　

社
団
法
人　

喜
多
医
師
会

　
　
　

会
長　

村　

上　

一か
ず　

生た
か

　

全
国
で
医
師
不
足
が
叫
ば
れ
る
中
、

愛
媛
県
も
例
外
で
は
な
く
、
勤
務
医
の

数
が
減
少
し
て
い
ま
す
。
特
に
南
予
地

域
の
医
師
の
数
が
著
し
く
減
少
し
て
い

て
、
深
刻
な
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

大
洲
・
喜
多
地
域
で
は
、
本
来
、
初

期
救
急
医
療
で
対
応
す
る
軽
症
患
者
に

つ
い
て
、
最
初
か
ら
二
次
救
急
医
療
機

関
で
受
け
入
れ
て
き
ま
し
た
。
最
近
で

は
救
急
搬
送
さ
れ
る
患
者
数
の
増
加
、

特
に
軽
症
患
者
の
増
加
に
よ
り
、
救
急

医
療
に
携
わ
る
医
師
や
医
療
ス
タ
ッ
フ

な
ど
の
勤
務
条
件
が
厳
し
く
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
結
果
、
医
師
が
退
職
し
、

残
っ
た
医
師
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
勤
務

条
件
が
過
酷
に
な
る
と
い
う
悪
循
環
に

陥
っ
て
い
ま
す
。
大
洲
喜
多
休
日
夜
間

急
患
セ
ン
タ
ー
の
完
成
に
よ
り
、
二
次

救
急
医
療
機
関
の
負
担
軽
減
が
図
れ
る

こ
と
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

大
洲
喜
多
休
日
夜
間
急
患
セ
ン
タ
ー

は
、
社
団
法
人　

喜
多
医
師
会
が
管
理

運
営
を
行
い
、
喜
多
医
師
会
の
会
員
で

あ
る
医
師
１
人
、
看
護
師
１
人
、
事
務

職
２
人
が
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
勤
務
す

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
24
時
間
の

受
け
入
れ
体
制
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

３
６
５
日
休
む
こ
と
な
く
初
期
医
療
に

対
応
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
急
患
セ
ン
タ
ー
は
、
休
日
や
夜
間
に

急
に
具
合
が
悪
く
な
っ
た
人
の
診
療
を

行
う
施
設
で
、
そ
の
体
制
は
万
全
な
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
基
本
的

に
は
翌
日
に
か
か
り
つ
け
医
で
診
察
し

て
も
ら
う
こ
と
を
前
提
と
し
た
診
療
を

行
い
ま
す
。
市
民
の
み
な
さ
ん
に
は
、

体
制
の
整
っ
て
い
る
診
察
時
間
内
に
、

か
か
り
つ
け
医
に
診
察
し
て
も
ら
い
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
救
急
車
の
適
切
な
利
用
を
心

が
け
る
こ
と
も
、
救
急
医
療
体
制
を
守

る
た
め
に
極
め
て
重
要
な
こ
と
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。
救
急
車
の
台
数
に
も
限

り
が
あ
り
、
本
当
に
必
要
な
人
が
緊
急

時
に
利
用
で
き
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

大
洲
・
喜
多
地
域
の
救
急
医
療
体
制

を
存
続
さ
せ
る
こ
と
は
、
市
民
の
み
な

さ
ん
が
安
心
し
て
生
活
を
送
る
こ
と
の

で
き
る
環
境
を
守
る
こ
と
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
そ
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
急
患
セ
ン
タ
ー
の
診
療
に
つ
い
て
】

　

急
患
セ
ン
タ
ー
は
、
社
団
法
人　

喜

多
医
師
会
の
医
師
に
診
療
に
あ
た
っ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
診
療
科
目
と
診
療
時

間
に
つ
い
て
は
、
左
記
の
と
お
り
と
な

り
ま
す
の
で
、
適
正
な
受
診
を
し
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

【
診
療
科
目
】　

内
科

【
診
療
時
間
】

・
平
日
、
土
曜
日

　

午
後
８
時
～
11
時

・
日
曜
日
、
祝
日

　

午
前
９
時
～
午
後
６
時

（
24
時
間
体
制
で
の
診
療
で
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。）

　

診
察
の
結
果
、
手
術
や
入
院
の
必
要

が
あ
る
場
合
に
は
、
二
次
救
急
病
院
へ

紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、
小
児
科
の
診
療
は
、
今
ま
で

ど
お
り
当
番
医
制
に
よ
り
診
療
し
ま
す

の
で
、
広
報
「
日
曜
・
祝
日
の
当
番
医
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

急
患
セ
ン
タ
ー
（
一
次
救
急
）
は
、

主
に
急
な
発
熱
、
感
冒
症
状
、
軽
度
の

腹
痛
、
嘔
吐
、
下
痢
、
め
ま
い
な
ど
の

症
状
な
ど
を
診
療
し
ま
す
。

　

輪
番
病
院
（
二
次
救
急
）
は
、打
撲
、

創
傷
な
ど
の
外
科
的
処
置
、
入
院
を
必

要
と
す
る
よ
う
な
症
状
、
救
急
車
で
の

搬
送
な
ど
を
診
療
し
ま
す
。

　

不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
急
患

セ
ン
タ
ー
か
二
次
救
急
病
院
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

大
洲
喜
多
休
日
夜
間
急
患
セ
ン
タ
ー

☎
㉓
１
１
５
６

市
立
大
洲
病
院

☎
㉔
２
１
５
１

加
戸
病
院

☎
㊹
５
５
０
０

神
南
診
療
所

☎
㉕
７
７
２
０

大
洲
中
央
病
院

☎
㉔
４
５
５
１
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まちのわだい

秋のひと時を満喫　～今坊ふれあい祭り～

華麗に着飾るモデルたち
　～おおずモダン着物コレクション2011～

10／16㈰

　今坊しおさい広場としおさい館で、「今坊ふれあい祭り」が
開催されました。これは、地域住民の交流と活性化のため毎年
開催されているイベントで、今年で18回目を迎えるものです。
　会場では、地元産の新鮮な海の幸・山の幸、つきたてのお餅
などの出店が並んだほか、名物のうなぎのつかみ取りでは、小
学生以下の子どもたちが特製のいけすに入り、悪戦苦闘しなが
ら、うなぎを捕まえていました。
　また、ステージではラムネの早飲み競争や歌謡ショー、獅子
舞が次々に披露され、最後に餅まき・宝まきを行いました。会
場は終日多くの人でにぎわっていました。

　オオズ☆ロケット団の主催による、おおずモダン着物コレク
ション2011が開催されました。会場となるおはなはん通りには
ランウエーが出現し、本格的なファッションショーが演出され
ました。
　子どものモデルによる可愛い着こなしから、女性が可憐に着
飾る姿などに、大きな歓声や拍手が起きていました。中には、
現代風の着こなしで観客を驚かせるモデルも登場し、型にはま
らない雰囲気を会場にいるみんなが楽しんでいました。
　ファッションショー以外にも、花嫁道中や女子アナウンサー
によるトークショーなども行われ、大洲の町をにぎわす 1 日と
なりました。

どの種目も接戦に次ぐ接戦となりました

10／10㈪

　毎年恒例の肱川自治運動会が、肱川中学校屋外運動場で開催
されました。
　前日の雨でグラウンドコンディションが心配されましたが、
当日は素晴らしい秋晴れのもと、延べ700人の選手が、元気に
競技を行いました。
　選手のみなさんは地区の代表として正々堂々、真剣勝負で競
技に挑み、また応援するみなさんも力いっぱい声を張り上げて
の応援が行われ、運動会は大いに盛り上がりました。
　今年度は最後まで優勝争いが続き、接戦を制した正山分館が
見事総合優勝を果たしました。

いざ、真剣勝負！！　～第 ９回　肱川自治運動会～10／16㈰

うなぎを追いかける子どもたち

観客を魅了するモデルたち
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盲導犬を知ろう　～盲導犬学校キャラバン～

秋だ！祭りだ！　～河辺ふれあいフェスタ2011～

10／20㈭

　大洲市社会福祉協議会と日本盲導犬協会島根あさひ訓練セン
ターとの共催により、盲導犬学校キャラバンが開催されました。
　このキャラバンは、目の不自由な人への理解を深めることを
目的に、全国の小中学校を訪問するもので、この日は 2 頭のラ
ブラドルレトリバーが大洲東中学校を訪れました。
　講師の佐々木重

し げ

紀
の り

さんは、盲導犬の役割や、目の不自由な人の
悩みなどを、生徒たちに分かりやすく教えていました。実際に目
隠しをして、別の生徒に付き添ってもらう体験歩行をした生徒は、

「怖かった」などと話し、盲導犬の必要性を再確認していました。
　このキャラバンは、長浜、平、大和小学校でも開催され、生徒、
児童たちにとって、盲導犬の役割について学習する良い機会と
なりました。

　河辺ふるさとの宿と周辺施設において「河辺ふれあいフェス
タ2011」が開催されました。
　今年もさわやかな秋空のもと、多数の来場者があり、ふるさ
との宿では、各種出店、文化協会や幼稚園、小学校の発表会の
ほか、内子高校郷土芸能部ＯＢ・ＯＧで結成されている「和達」
のみなさんによる太鼓演奏、愛媛県警察音楽隊の演奏が披露さ
れました。ふるさと生活館では、書道、絵画、陶芸、押し花な
ど多くの作品が展示され、またお楽しみ抽選会、健康づくりコ
ーナー、大洲警察署による振り込め詐欺防止などの啓発、パト
カー・白バイの展示、林業機械の展示販売など、盛りだくさん
の催しに、来場者は楽しい 1日を過ごしていました。

今年こそ３度目の大賞を狙います！

10／16㈰

　大洲市で映像を通したまちおこし団体として活動している
「ドラ・コミ・なんよ」の、ふるさとＣＭ大賞の撮影が如法寺
河原と臥龍山荘付近を舞台に行われました。
　愛媛朝日テレビ主催の「ふるさとＣＭ大賞えひめ」は、ふる
さとＣＭを放送することで地域振興に寄与することを目的に平
成17年度から始まり、今年で 7回目になります。
　「ドラ・コミ・なんよ」は、昨年は惜しくも賞を逃したものの、
過去のＣＭで 2 度の大賞に輝いた実力団体です。この日の撮影
では和やかな雰囲気の中にも、真剣に撮影に取り組む関係者の
みなさんの姿が見られました。
　審査会は来年の 2 月に開催され、大賞に輝いたＣＭは年間
200回、放送されることになります。

３度目の大賞を狙って
　～ふるさとＣＭ大賞撮影風景～10／23㈰

息の合った連携を熱心に見入る生徒たち

愛媛県警察音楽隊による演奏
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弊
社
の
前
身
で
あ
る
㈲
ひ
じ

か
わ
特
産
開
発
公
社
は
、
昭
和

59
年
に
設
立
し
、
特
産
品
の
開

発
や
製
造
販
売
、
食
堂
の
経
営

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
平

成
13
年
に
道
の
駅
「
清
流
の
里

ひ
じ
か
わ
」
が
設
立
さ
れ
た
こ

と
を
機
に
製
造
販
売
に
特
化

し
、
現
在
の
㈲
ひ
じ
か
わ
特
産

開
発
に
屋
号
を
変
更
し
ま
し

た
。

　

商
品
の
販
売
経
路
は
、
高
速

道
路
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
や
市

内
の
道
の
駅
で
、
弊
社
の
主
力

商
品
で
あ
る「
肱
川
ら
ー
め
ん
」

な
ど
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

中
で
も
、
と
ん
こ
つ
風
肱
川

ら
ー
め
ん
は
、「
週
刊
女
性
自

身
」
の
全
国
お
取
り
寄
せ
ラ
ー

メ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
で
、
と
ん
こ

つ
大
賞
に
選
ば
れ
る
程
、
高
い

評
価
を
得
て
い
ま
す
。

　

最
近
は
、
食
に
対
す
る
お
客

様
の
関
心
が
高
く
、
特
に
安
全

で
高
品
質
な
商
品
を
求
め
る
風

潮
に
あ
り
ま
す
。
改
め
て
食
品

を
提
供
す
る
企
業
と
し
て
の
重

責
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

弊
社
で
は
、
お
客
様
に
い
か

に
喜
ん
で
い
た
だ
き
、
信
頼
し

て
い
た
だ
け
る
か
と
い
う
点
に

つ
い
て
大
切
に
考
え
て
い
ま

す
。
従
業
員
が
食
に
対
す
る
高

い
意
識
を
持
ち
な
が
ら
、
常
に

新
し
い
商
品
開
発
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

今
後
も
、「
お
客
様
の
ニ
ー

ズ
を
第
一
に
考
え
る
」
を
モ
ッ

ト
ー
に
、
お
客
様
に
喜
ん
で
い

た
だ
け
る
食
品
を
提
供
し
て
い

き
ま
す
。

【がんばる市内企業の事業活動や事業展開を紹介します】

㈲ひじかわ特産開発
～お客様のニーズを第一に考える～

◇所在地　大洲市肱川町宇和川
◇電　話　34－2675

野　鳥

ウミネコ（海猫）
チドリ目カモメ科
大きさ46㎝ 翼開長125㎝

　港や波止場に行くと、猫のように｢ニャー、ニャ
ー ｣と騒がしく鳴くカモメの仲間です。日本の沿
岸部、または近海のみで繁殖するため、地域によ
っては天然記念物に指定されている所もあります。
カモメ類はよく似ていて、ウミネコの見分け方の
ポイントは、やや小ぶりで黄色のくちばしの先に、
赤と黒の模様があるところですが、やはり鳴き声
が一番分かりやすい方法です。漁港では、ちゃっ
かりおこぼれ頂戴とばかりに食欲旺盛で、何でも
食べるので個体数は少なくありません。カラスや
カモメなどは人間の生活にも深く溶け込んだ結果、
生態系のバランスが崩れ、人間たちにも悪影響を
及ぼすようになります。人口が70億人を突破した
との報道がありましたが、野鳥どころか我々人類
も行く先が気になるところです。

ＮＰＯ法人かわうそ復活プロジェクト㋟

が
ん
ば
る
大
洲
企
業

文化財
伊予長浜豊年踊り
大洲市指定無形民俗文化財 
伊予長浜豊年踊り保存会

　大洲市長浜町の伝統行事である「伊予長浜豊年
踊り」は、大正11（1922）年ごろに相

あい

生
おい

村
むら

下
しも

須
す

戒
がい

（現
大洲市長浜町下須戒）の川

かわ

田
だ

時
とき

衛
え

（当時21歳・農業）
などが苦しい農民の暮らしに、明るく楽しいもの
を持ちたいと考え、作り上げた踊りです。
　この踊りの構成は、農民の暮らしの中心である
稲作に着目しており、田植えから始まり、秋の収穫、
年貢納めに至るまでの一連の流れをストーリー化
したものです。
　踊り手が農具に扮し、傘を使って米ともみ殻を
選別する唐

とう

箕
み

や脱穀に使用する臼
うす

のほか、人が逆
立ちをして精米に使用される台

だい

唐
がら

を表現するなど
ユニークな構成となっています。

　（昭和4６年 3 月30日指定）

シリーズ
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こ
ん
に
ち
は
市
長
で
す

　

我
が
国
は
世
界
的
に
も
災
害
の
多

い
国
で
す
。
地
震
や
火
山
が
多
く
、

地
質
が
も
ろ
く
雨
も
多
い
た
め
、
洪

水
や
土
砂
災
害
に
悩
ま
さ
れ
続
け
て

い
ま
す
。
し
か
し
そ
の
反
面
、
四
季

折
々
の
景
色
に
彩
ら
れ
た
風
光
明
媚

な
景
勝
地
や
温
泉
な
ど
の
保
養
地
が

近
く
に
あ
り
、
さ
ら
に
は
、
多
く
の

雨
の
お
か
げ
で
育
つ
木
々
や
農
作
物

の
恵
み
を
受
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、

災
害
を
克
服
す
る
た
め
の
た
ゆ
ま
ぬ

努
力
が
日
本
の
歴
史
で
は
続
け
ら
れ

て
お
り
、
勤
勉
で
他
人
と
の
調
和
を

重
ん
じ
る
国
民
の
性
質
も
、
こ
の
よ

う
な
災
害
と
の
共
存
す
る
歴
史
か
ら

生
ま
れ
て
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
残
念
な
が
ら
こ
の
よ
う

な
歴
史
を
忘
れ
、
災
害
を
忘
れ
て
生

活
を
送
る
人
が
増
え
つ
つ
あ
る
の
も

事
実
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
年

の
日
本
を
度
々
襲
っ
た
台
風
で
は
、

大
洲
市
で
も
平
成
17
年
以
来
の
大
き

な
被
害
を
出
し
ま
し
た
。
国
、
県
、

市
と
い
う
行
政
は
、
住
民
の
多
く
の

考
え
方
に
よ
り
そ
の
方
向
性
が
定
ま

り
ま
す
。
災
害
の
危
険
性
や
防
災
対

策
の
重
要
性
、
さ
ら
に
は
、
自
然
の

猛
威
に
対
し
て
人
間
の
行
え
る
こ
と

に
は
限
り
が
あ
り
、
常
に
よ
り
安
全

を
目
指
し
て
歩
み
続
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
な
ど
、
国
民
が
い
つ
も

考
え
て
い
る
環
境
を
作
り
出
す
こ
と

こ
そ
、
行
政
が
災
害
対
策
を
進
め
る

上
で
最
も
重
要
で
す
。
災
害
と
い
う

試
練
を
乗
り
越
え
、
生
活
し
て
い
く

努
力
を
重
ね
て
き
た
こ
と
が
、
勤
勉

な
人
間
性
を
含
め
た
素
晴
ら
し
い
日

本
人
を
作
り
出
し
た
源
で
も
あ
る
と

思
い
ま
す
。
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
と
は
、
災
害
の
危
険
性
を
い
つ
も

考
え
て
行
動
す
る
人
づ
く
り
が
第
一

歩
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

★

★

お
お
ず
の
女
性 

～
輝
い
て
今
～

　
　
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
大
洲
　
図
書
寄
贈

　

心
豊
か
な
子
ど
も
の
成
長
を
願
い
、

幼
少
期
よ
り
本
に
慣
れ
親
し
む
こ
と
を

目
的
に
、
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
大
洲

に
よ
る
図
書
の
寄
贈
が
、
市
内
８
か
所

の
保
育
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

10
月
25
日（
火
）に
は
、
三
好
副
会
長

を
は
じ
め
３
人
の
会
員
が
南
久
米
保
育

所
を
訪
れ
、
８
冊
の
図
書
を
届
け
ま
し

た
。

　

図
書
は
、
会
員
か
ら
園
児
の
代
表
に

一
冊
一
冊
手
渡
さ
れ
、
受
け
取
っ
た
園

児
は
み
ん
な
笑
顔
で
、
図
書
を
大
切
そ

う
に
抱
え
て
い
ま
し
た
。

　

園
児
た
ち
は
、﹁
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
﹂
と
い
う
お
礼
の
言
葉
と
と

も
に
、
谷
川
俊
太
郎
作
詞
の
﹁
ぞ
う
﹂、

﹁
い
る
か
﹂
の
暗
唱
や
﹁
ふ
る
さ
と
﹂

を
歌
う
な
ど
し
て
、
感
謝
の
気
持
ち
を

表
現
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
員
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
を
踊
り
、
ソ
ロ
プ
チ

ミ
ス
ト
の
会
員
の
み
な
さ
ん
が
、
園
児

を
愛
情
一
杯
に
抱
き
し
め
る
シ
ー
ン
も

見
ら
れ
ま
し
た
。

　

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
大
洲
に
よ
る

保
育
所
へ
の
図
書
寄
贈
は
、
団
体
発
足

当
初
か
ら
続
い
て
お
り
、
16
年
間
継
続

し
て
行
っ
て
い
る
事
業
で
す
。
会
員
の

み
な
さ
ん
は
、﹁
今
後
も
地
域
の
子
ど

も
た
ち
の
た
め
に
、
図
書
の
寄
贈
を
続

け
て
い
き
た
い
﹂
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
大
洲
は
、
本

の
寄
贈
の
他
に
も
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ

ザ
ー
の
開
催
、
ご
み
ゼ
ロ
運
動
、
福
祉

と
健
康
づ
く
り
﹁
市
民
の
つ
ど
い
﹂
へ

の
参
加
な
ど
、
地
域
に
貢
献
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
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おおずニュース

喜
多
幼
稚
園
の
園
庭
芝
生
化
事
業

子
ど
も
の
読
書
活
動
優
秀
実
践
図
書
館

文
部
科
学
大
臣
表
彰
受
賞

　

10
月
29
日（
土
）、
仙
台
市
の
東
北
大

学
百
周
年
記
念
会
館
で
、
大
洲
市
立
図

書
館
が
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
け
ま

し
た
。

　

大
洲
市
立
図
書
館
で
は
、
昭
和
55
年

７
月
に
開
始
し
た
お
は
な
し
会
を
は
じ

め
、
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
や
読
み
聞
か
せ

な
ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ん
と
職

員
が
協
力
し
て
、
広
く
市
内
の
子
ど
も

た
ち
に
親
し
ま
れ
る
事
業
を
実
施
し
て

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
巡
回
文
庫
、
読
書
感
想
文
集

の
作
成
や
発
行
、
読
書
感
想
画
展
の
開

催
な
ど
、
市
内
の
幼
稚
園
や
学
校
と
連

携
し
た
事
業
を
実
施
し
、
子
ど
も
の
読

書
推
進
に
大
き
く
寄
与
し
た
こ
と
が
認

め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

東
若
宮
に
新
築
移
転
オ
ー
プ
ン
し
て

約
２
年
半
が
経
過
し
た
現
在
、
親
子
で

の
利
用
者
も
大
幅
に
増
え
、
旧
図
書
館

に
比
べ
６
～
７
倍
も
入
館
者
数
が
増
加

す
る
な
ど
、
非
常
に
好
評
を
博
し
て
い

ま
す
。

　

今
後
と
も
、
地
域
や
学
校
と
連
携
し

て
、
子
ど
も
た
ち
が
一
層
読
書
に
親
し

め
る
よ
う
読
書
活
動
を
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

　

10
月
８
日（
土
）、
園
児
が
安
全
に
安

心
し
て
遊
べ
る
環
境
を
整
え
る
と
と
も

に
、
地
域
住
民
に
憩
い
の
場
を
提
供
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
喜
多
幼
稚
園
で
、

園
庭
の
芝
生
化
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
園
児
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
各
種

団
体
な
ど
合
わ
せ
て
65
人
が
参
加
し
ま

し
た
。
参
加
者
は
、
関
係
者
か
ら
ブ
ロ

ッ
ク
型
を
し
た
芝
生
を
敷
き
詰
め
る
際

の
注
意
点
な
ど
を
聞
き
、
作
業
に
取
り

か
か
り
ま
し
た
。
蒸
し
暑
く
、
汗
を
か

き
な
が
ら
の
作
業
と
な
り
ま
し
た
が
、

参
加
者
は
楽
し
そ
う
に
芝
生
を
敷
き
詰

め
て
い
ま
し
た
。

　

大
人
に
交
じ
っ
て
参
加
し
た
子
ど
も

た
ち
も
、
芝
生
を
し
っ
か
り
定
着
さ
せ

よ
う
と
一
生
懸
命
芝
生
の
上
で
飛
び
跳

ね
て
い
ま
し
た
。

　

約
１
時
間
で
園
庭
は
芝
生
で
敷
き
詰

め
ら
れ
、
作
業
終
了
後
、
喜
多
幼
稚
園

の
垣
見
節せ

つ

子こ

園
長
は
、﹁
こ
ん
な
に
多

く
の
人
た
ち
に
参
加
し
て
も
ら
い
、
あ

り
が
た
い
と
思
い
ま
す
。
一
人
ひ
と
り

の
力
は
小
さ
い
け
れ
ど
、
み
ん
な
が
力

を
合
わ
せ
れ
ば
大
き
い
も
の
に
な
り
ま

す
。体
を
動
か
す
こ
と
は
大
切
で
あ
り
、

小
さ
な
頃
か
ら
鍛
え
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
す
﹂
と
話
し
ま
し
た
。

　

市
内
の
公
立
幼
稚
園
で
の
園
庭
芝
生

化
は
、
大
洲
幼
稚
園
に
続
い
て
2
園
目

と
な
り
ま
す
。

芝の生え揃った大洲幼稚園
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Information

〈し尿くみ取りの申し込みについて〉
　し尿のくみ取りの申し込みは、地区の担
当業者に直接連絡してください。
12月 ９ 日㈮までに申し込みがあれば、年内
に収集可能です。できるだけ早めに申し込
みをお願いします。

※12月28日㈬から1月３日㈫まで休み

担当地区 業者名 電話番号
肱南・西大洲・久米・平野・南久米 ㈲上石衛生社 24－2６55
徳森(城・野久保・野田・土肥）・菅田・大川・柳沢・
肱川・河辺 ㈲大洲喜多衛生業共同企業体 2６－0333

肱北・喜多(五郎5区・慶雲寺を除く）・平（市木） ㈲中村衛生社 25－６150
新谷・三善・五郎5区・慶雲寺・八多喜の一部・徳
森（中山東・中山西・小鳥越・西松ケ花） ㈲脇坂衛生 43－18６1

上須戒・八多喜（表米津、湯の子の一部）・長浜 ㈲青松興業 52－0472

　　…通常業務　　　　　　　…休み　　　　　　　…業務内容に制限あり　　　　　　　…時間制限あり

＜年末年始のごみ出しについて＞
年末年始のごみ出しについては、各「ごみ出しカレンダー」をご覧のうえ、ご確認ください。

【参考】
○１月の燃やさないごみ・資源ごみ（缶・ビン、ペットボトル・発砲スチロール）・有害ごみ収集日について
　平成24年１月の第1月曜日および第１火曜日は、祝日となることから、第１月曜日および第１火曜日の収集区域については、１
月の収集は1回となります。
○１月の資源ごみ（古紙・古布・紙パック類）収集日について
　第１月曜日および第１火曜日の収集区域については、１週前倒しで平成23年12月の第 4月曜日および第 4火曜日に回収します。

　年末年始の業務カレンダー ※�年末の印鑑証明や住民票などのご用は、12月
28日㈬までにお済ませください。

業　　　　務 電話 担　　当 12/28㈬ 12/29㈭ 12/30㈮ 12/31㈯ 1 / 1㈰ 1 / 2㈪ 1 / 3㈫ 1 / 4㈬

市
役
所
窓
口

パスポートの申請・交付 24-2111 市民課 休 休 休 休 休 休
住民票・印鑑登録証明書・
戸籍などの交付

24-2111
52-1111
34-2311
39-2111

市民課
長浜支所地域振興課
肱川支所地域振興課
河辺支所地域振興課

休 休 休 休 休 休

転出・転入届 休 休 休 休 休 休
戸籍届出（出生・死亡など） 受付のみ 受付のみ 受付のみ 受付のみ 受付のみ 受付のみ
会計事務(支払い・収納) 24-2111 会計課 休 休 休 休 休 休

市民サービスセンター
（住民票・各種証明書の発行） 25-7001 市民課 休 休 休 休 休 休

文
化
・
観
光

大洲市立図書館 59-4111 大洲市立図書館 休 休 休 休 休 休 休
大洲市立図書館長浜分館 52-1121 長浜分館 休 休 休 休 休 休 休
大洲市立図書館肱川分館 34-2319 肱川分館 休 休 休 休 休 休 休
大洲市立図書館河辺分館 39-2111 河辺分館 休 休 休 休 休 休 休
大洲市立博物館 24-4107 大洲市立博物館 休 休 休 休 休 休
肱川風の博物館・歌麿館 34-2181 肱川風の博物館 休 休 休 休 休 休
大洲城 24-114６ 大洲城
おおず赤煉瓦館 24-1281 おおず赤煉瓦館 休 休 休
思ひ出倉庫 24-7011 大洲まちの駅あさもや 休 休 休
臥龍山荘 24-3759 臥龍山荘

オートキャンプ場 23-2384 大洲家族旅行村オート
キャンプ場

体
育
施
設

大洲市総合体育館 24-６255 大洲市総合体育館 9:00 ～ 
17:00 休 休 休 休 休 休

八幡浜・大洲地区運動公園 23-5524 八幡浜・大洲地区運動公園 休 休 休 休 休 休
その他体育施設 24-1734 

52-1111 
34-2311 
39-2111

教育委員会生涯学習課（直通）
長浜支所
肱川支所
河辺支所

休 休 休 休 休 休
学校体育施設（屋内運動場） 休 休 休 休 休 休
学校体育施設（屋外運動場） 休 休 休 休 休 休
※大洲北中学校・喜多小学校屋外運動場は、12月 1 日㈭から 2月28日㈫まで利用休止

環
境
・
衛
生

ごみの収集

大洲地区 24-2111 
52-1111 
34-2311 
39-2111

保険環境課
長浜支所地域振興課
肱川支所地域振興課
河辺支所地域振興課

休 休 休
長浜地区 休 休 休
肱川地区 休 休 休 休
河辺地区 休 休 休 休

燃やすごみの持込み
（大洲・長浜地区）
※通常業務時間8:30 ～ 1６:30

2６-1６15 環境センター 8:30 ～ 
正午 休 休 休

燃やすごみの持込み
（肱川・河辺地区）
※通常業務時間8:30 ～ 1６:30

44-4574 内山衛生事務組合 8:30 ～ 
正午 休 休 休 休

燃やさないごみの持込み
※通常業務時間8:30 ～ 1６:30 24-7053 不燃物埋立地 休 休 休

病
院市立大洲病院 24-2151 市立大洲病院 休 休 休 休 救急

のみ
救急
のみ
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【
申
込
受
付
期
間
】

　

12
月
１
日
㈭
～
1６
日
㈮

【
受
付
場
所
】

　

各
保
育
所
ま
た
は
社
会
福
祉
課
子
育

て
支
援
室
（
市
役
所
５
階
）

【
入
所
条
件
（
抜
粋
）】

・
会
社
員
、
パ
ー
ト
、
自
営
業
な
ど
で

昼
間
働
い
て
い
る
。

・
産
前
・
産
後
、
病
気
、
け
が
、
ま
た

は
心
身
に
障
が
い
が
あ
る
。

・
病
人
を
看
護
し
て
い
る
、
な
ど
。

【
必
要
書
類
】

　

入
所
申
込
書
の
ほ
か
必
要
な
書
類
に

つ
い
て
は
、
面
接
の
と
き
に
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

【
児
童
同
伴
に
よ
る
面
接
】

　

下
表
の
と
お
り
、
児
童
同
伴
に
よ
る

面
接
調
査
を
行
い
ま
す
。
入
所
を
希
望

す
る
保
育
所
で
面
接
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。
都
合
が
悪
い
場
合
は
社
会
福
祉
課

子
育
て
支
援
室
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
そ
の
他
】

・
入
所
決
定
通
知
書
は
、
２
月
下
旬
ご

ろ
に
各
家
庭
に
送
付
す
る
予
定
で
す
。

・ 

保
育
料
は
、
児
童
の
年
齢
や
各
家
庭

の
課
税
状
況
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

　「
保
育
料
な
ど
に
つ
い
て
」

　

平
成
23
年
度
か
ら
引
き
続
き
入
所
さ

れ
る
児
童
に
つ
い
て
は
、
継
続
入
所
申

込
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。
保
育
所
の

変
更
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
改
め
て
入

お し ら せ

所
申
込
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

　

保
育
料
は
、
口
座
振
替
と
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
入
所
決
定
後
、
口
座
振
替

依
頼
書
を
金
融
機
関
へ
提
出
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

各
保
育
所

社
会
福
祉
課
子
育
て
支
援
室

子
育
て
環
境
係　

☎
㉔
５
７
１
８
（
直
通
）

入所募集保育所および面接調査日程表
（面接は、いずれも平成24年１月）

入　所　募　集　保　育　所 面　接　日　時
保育所名 定員 所　在　地 電話番号 日 曜 時　　間

※大洲保育所 80 大洲810-1 24－2919 1６ 月 10 : 00～12 : 00
※喜多保育所 90 中村4６2-2 24－2749 1６ 月 13 : 30～15 : 30
菅田保育所 110 菅田町菅田甲180６-2 25－51６3 17 火 10 : 30～12 : 00
※新谷保育所 120 新谷町甲259-1 25－0６00 17 火 13 : 30～15 : 30
粟津保育所 ６0 八多喜町甲1253 2６－0220 18 水  9 : 30～10 : 30
三善保育所 53 春賀甲1182 2６－01６2 18 水 11 : 00～12 : 00
南久米保育所 30 北只411 24－3754 30 月  9 : 30～10 : 30
上須戒保育所 30 上須戒甲1511 2６－1128 18 水 13 : 30～14 : 30
※大成保育所 30 森山甲729-1 27－070６ 13 金 11 : 00～12 : 00
※肱南保育所 ６0 柚木340-21 24－3104 30 月 11 : 00～12 : 00
◎肱北保育所 90 東大洲85-1 24－3188 23 月 13 : 30～15 : 30
徳森保育所 120 徳森2６32-32 25－4020 24 火 13 : 30～15 : 30
※長浜保育所 ６0 長浜甲4６６ 52－0453 2６ 木 10 : 00～11 : 00
白滝保育所 50 白滝甲192-1 54－0203 25 水 11 : 00～12 : 00
※◎大和保育所 ６0 長浜町下須戒8番地2 59－3755 25 水 13 : 15～14 : 15
※肱川保育所 45 肱川町宇和川６5 34－3393 13 金  9 : 30～10 : 30
※◎（福）
大洲乳児保育所 ６0 田口字白方甲2530-1 24－4418 23 月 10 : 00～11 : 00

※（福）
五郎保育園 ６0 五郎甲45 23－4478 24 火 10 : 00～11 : 00

※乳児（０歳児）受け入れ　　◎時間延長　（福）…社会福祉法人（私立）

　

大
洲
市
で
は
、
有
用
な
人
材
を
育
成

す
る
た
め
、
経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学

困
難
な
学
生
ま
た
は
生
徒
に
対
し
て
奨

学
金
を
貸
与
し
ま
す
。

　

希
望
者
は
、
願
書
を
在
籍
す
る
学
校

を
通
じ
て
教
育
委
員
会
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

【
貸
与
月
額
】

高
等
学
校
・
高
等
専
門
学
校
奨
学
生

１
万
８
０
０
０
円

大
学
奨
学
生 

３
万
円

※
専
門
学
校
・
専
修
学
校
は
対
象
外

【
申
込
期
限
】

平
成
24
年
1
月
31
日
㈫

※
こ
の
期
日
は
学
校
か
ら
の
提
出
期
限

と
な
り
ま
す
。
各
学
校
の
指
定
日
ま
で

に
申
し
込
み
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

大
洲
市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

☎
㉔
１
７
３
３
（
直
通
）

　
平
成
24
年
度

大
洲
市
奨
学
生
募
集

　
保
育
園
児
募
集

～
平
成
24
年
度
保
育
所
入
所
申
込
案
内
～
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幼稚園名
（大洲市立）

問い合わせ先 募集人員（人）
保育時間※２

所　在　地 電話番号 ４歳児 ５歳児※１ 計

大 洲 大洲715番地 24－35６5 35 70 105

午前８時～午後２時

喜 多 東大洲85番地1 24－22６６ 70 70 140

久 米 阿蔵甲579番地1 23－279６ 35 35 70

平 野 平野町平地28番地 23－2889 35 35 70

中 野 肱川町山鳥坂527番地2 34－27６1 35 35 70

正 山 肱川町名荷谷1910番地2 34－2６６2 35 35 70

大 谷 肱川町大谷2６６5番地 34－25６0 35 35

予 子 林 肱川町予子林1957番地 34－221６ 35 35

河 辺 河辺町植松６74番地 39－2808 35 35 70 午前８時～午後３時

※１　５歳児の募集人員は、「現在の園児数を含んだ人数」です。
　　　入園希望者が定員を超えた場合は、抽選により入園を決定します。
※２　保育時間は、園により多少前後します。詳細は各園にお尋ねください。

Information

　

平
成
24
年
度
市
立
幼
稚
園
児
募
集
を

次
の
要
領
で
行
い
ま
す
。

■
入
園
資
格

○
市
内
に
居
住
す
る
幼
児

○ 

満
４
歳
児
（
平
成
19
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
20
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
幼
児
）

○ 

満
５
歳
児
（
平
成
18
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
19
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
幼
児
）

○
保
育
年
限

　

２
年
ま
た
は
１
年
保
育

■
入
園
手
続
き

　

入
園
願
書
を
12
月
15
日
㈭
か
ら
12
月

2６
日
㈪
ま
で
に「
入
園
希
望
の
幼
稚
園
」

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
先

　

入
園
希
望
の
幼
稚
園

　

 （
入
園
願
書
は
12
月
１
日
か
ら
各
幼

稚
園
で
お
渡
し
し
ま
す
。）

■
入
園
料
・
保
育
料

⑴
入
園
料

　

園
児
１
人
に
つ
き　

１
回
２
５
０
０
円

⑵
保
育
料

　

園
児
１
人
に
つ
き　

月
額
５
５
０
０
円

【
問
い
合
わ
せ
先
】

各
市
立
幼
稚
園
ま
た
は

大
洲
市
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課

☎
㉔
１
７
２
９
（
直
通
）

　

こ
れ
か
ら
は
、寒
さ
も
一
層
強
ま
り
、

暖
房
器
具
な
ど
の
火
を
使
う
機
会
が
多

く
な
る
時
期
で
す
。

　

火
災
は
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
か
ら

発
生
し
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
一
人
ひ

と
り
が
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

ス
ト
ー
ブ
の
正
し
い
取
り
扱
い
に
心
掛

け
る
。

・ 

ス
ト
ー
ブ
の
上
に
洗
濯
物
な
ど
を
干

し
た
り
、
周
り
に
燃
え
や
す
い
も
の

を
置
か
な
い
。

・ 

火
を
つ
け
た
ま
ま
動
か
し
た
り
、
給

油
を
し
な
い
。

た
き
火
、
屋
外
で
の
火
の
取
り
扱
い
。

・ 

水
バ
ケ
ツ
な
ど
、
消
火
の
準
備
を
し

て
お
く
。

・ 

空
気
が
乾
燥
し
、
風
が
強
い
日
に
は

行
わ
な
い
。

寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
し
な
い
。

大
掃
除
に
併
せ
た
、
電
気
器
具
な
ど
の

清
掃
、
点
検
。

・ 

コ
ン
セ
ン
ト
、
プ
ラ
グ
の
ま
わ
り
の

ゴ
ミ
、
ホ
コ
リ
な
ど
を
取
り
除
く
。

・ 

た
こ
足
配
線
な
ど
は
な
い
か
確
認
す

る
。

～
消
防
署
か
ら
の
お
知
ら
せ
～

年
末
年
始
に
お
け
る
火
災
予
防

　
幼
稚
園
児
募
集
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お し ら せ

大洲市の人事行政の運営等の状況を次のとおりお知らせします。

職員数 対前年度
増減数 主な増減理由

平成22年度 平成23年度

一

般

行

政

部

門

議 会 5 5
総 務 95 94 △1 事務の統廃合による減
税 務 27 27

民 生 188 185 △3 事務の統廃合による減 
欠員不補充

衛 生 28 28
労 働
農 水 42 42
商 工 9 9
土 木 ６0 55 △5 事務の統廃合による減
小計 454 445 △9

政
部
門

特
別
行

教 育 93 91 △2 事務の統廃合による減
小計 93 91 △2

会
計
部
門 

公
営
企
業
等

病 院 179 179
水 道 15 15
下 水 道 7 ６ △1 事務の統廃合による減

そ の 他 3６ 35 △1 介護保険事業職員の減 
土地区画整理事業職員の減

小計 237 235 △2
合　計 784 771 △13

⑴　職員の採用・退職などの状況（H22.4.2～H23.4.1）

職　　　　　　種 職員数（人）
事 務 職 3６5
技 師 3６
保 育 所 保 育 士 80
施設保育士・指導員など 21
栄 養 士 7
保 健 師  ・ 助 産 師 30
司 書   ・ 学 芸 員 5
教 育 公 務 員 20
技 能 労 務 職 49
医 師 12
看 護 師 120
医 療 技 術 職 2６

計 771

職　　　　名 昇任・昇格人数
部 長 1
副 部 長 2
課 長 9
主 幹 1
課 長 補 佐 1６
主 任 専 門 員
専 門 員 2６
係 長 12
総 括 主 査 な ど
主 査 2６
主 事 な ど 22

計 115

区分
一般行政職 技能労務職

平均給料
月　　額

平均給与
月　　額

平均
年齢

平均給料
月　　額

平均給与
月　　額

平均
年齢

大洲市 320,985円 372,140円 43.5歳 280,170円 297,083円 50.3歳

国 327,205円 397,723円 42.3歳 283,8６2円 321,６６2円 49.5歳

住民基本台帳
人口

（H23.3.31）
歳出額Ａ 実質収支 人件費Ｂ 人件費率

Ｂ／Ａ
（参考）
平成21年度
人件費率

48,148人 248億
5,480万円

25億
5,720万円

45億
9,521万円 18.5% 19.5%

１　職員の任免および職員数の状況

職　　　種
退　　　　　職

採用
定年退職 勧奨退職 その他 計

事 務 職 10 3 1 人14 人６
技 師 1 1
保 育 所 保 育 士 2 2 2
施設保育士・指導員など 1 1
栄 養 士
保 健 師・ 助 産 師
司 書　・ 学 芸 員
教 育 公 務 員
技 能 労 務 職 1 1 2
医 師 1 2 3 1
看 護 師 2 2 3 7 9
医 療 技 術 職 1 1 2 1

計 18 7 7 32 19

⑵　職層別構成（H23.4.1現在）

⑶　昇任・昇格および降任の状況（H22.4.2～H23.4.1）

⑷　部門別職員数の状況と主な増減理由（H23.4.1現在）

（注） 職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有
する休職者・派遣職員などを含み、臨時または非常勤職員を除い
ています。

２　職員の給与の状況

⑴　人件費の状況（普通会計決算）� （平成22年度）

⑵　職員の平均給料月額、平均給与月額および平均年齢の状況（H23.4.1現在）

（注） 人件費には、特別職に支給される給料、報酬などを除きます。

　大洲市の人事行政の運営等の状況
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Information

１週間の正規�
の勤務時間

１日の正規�
の勤務時間 始業 終業 休憩時間 週休日

38時間45分 7時間45分 8 : 30 17 : 15 ６0分 土・日曜日

区　　分 給料、報酬などの月額

給
料

市 長
副 市 長

847,800円（10％減額後）
６57,900円（10％減額後）

報
酬

議 長
副 議 長
議 員

447,500円（ 5％減額後）
3６3,900円（ 3％減額後）
340,500円（ 3％減額後）

期
末
手
当

市 長
副 市 長
議 長
副 議 長
議 員

（22年度支給割合）
2.95月分

退
職
手
当

市 長
副 市 長

（算定方式）
給料月額 × 在職月数 × 100分の4６
給料月額 × 在職月数 × 100分の27

（支給時期）
任期毎に支給
任期毎に支給

区分 内　　　　容 国の制度�
との異同 国の制度と異なる内容

扶養手当

配偶者13,000円、扶 養親族
６,500円、配偶者のない職員
の扶養親族１人目 11,000円、
一定の年齢の扶養親族１人に
つき5,000円を加算。

同

住居手当

借家居住者…家賃と12,000
円の差額が11,000円に達す
るまでその差額を支給（支
給限度額27,000円）持家居
住者…3,500円

異

持家居住者につ
いて、3,500円を
支給（国は不支
給）

通勤手当

通勤距離片道 2㎞以上
　交通機関利用…普通運賃相当額

同

　交通用具利用

2㎞以上 …… 2,000円

5 ㎞以上 …… 4,100円

10㎞以上 …… ６,500円

15㎞以上 …… 8,900円

20㎞以上 …… 11,300円

25㎞以上 …… 13,700円
～　24,500円

期末手当
勤勉手当

　支給割合（22年度）
期末手当　　　勤勉手当
 2.６月分　　　1.35月分
役職加算　 5 ～15％
１人当たりの平均支給額（22年度） 

1,322千円

異
役職加算　 5～20％
管理職加算　10～25％

種　類 休暇の概要、取得の要件など

有
給
休
暇

年次
有給
休暇

１年につき20日（前年の繰越日数の上限20日のため、
最高40日）

病気
休暇

負傷または疾病のため医師の診断により療養する必
要がある場合

特別
休暇

（主な休暇）
公民権の行使、産前休暇、産後休暇、忌引、結婚休暇、
夏期休暇、短期介護休暇など

無
給
休
暇

介護
休暇

負傷、疾病または老齢により、２週間以上にわたり
日常生活を営むのに支障がある者の介護をする場合

⑶　特別職の報酬などの状況（H23.4.1現在）

⑷　職員手当の状況

⑴　一般職員の勤務時間の状況（H23.4.1現在）

３　職員の勤務時間その他の勤務条件の状況

総付与日数
Ａ
総取得日数

Ｂ
全対象職員数

Ｃ
平均取得日数

Ｂ/Ｃ
消化率
Ｂ/Ａ

日

1６,0６7
日

3,55６
人

404
日

8.8
％

22.1

育児休業取得者数 部分休業取得者数
人

24
人

4

18 2

⑵　主な特別休暇など

⑶　一般職員の年次有給休暇の取得状況

⑷　育児休業および部分休業の取得者数

（注） 上段は、平成22年度に新たに育児休業を取得した者、下段は、平
成21年度から平成22年度にかけて引き続いている者の数

（注）勤務所によっては、始業、終業、週休日が異なる場合があります。

（注） 対象職員数は、教育委員会・病院などに勤務する職員を除いています。

処　　分　　事　　由
処分の種類

降任 免職 休職 降給 失職

心 身 の
故 障 の 場 合

地公法第2 8条
第１項第２号
第２項第１号

1

⑴　分限処分者数� （人）

４　職員の分限・懲戒処分の状況

処　　分　　事　　由
処分の種類

戒告 減給 停職 免職

法 令 に 違 反
し た 場 合

地公法第2 9条 
第１項第１号 1

⑵　懲戒処分者数� （人）

広報大洲 12月号15



お し ら せ

取得者数 期　　　　　　　　　間

39
１月未満 １月以上 ２月以上

20 9 10

研修区分 研修種別 研修内容など 研修期間（日）受講者（人）

自主研修

新規採用職員研修 2 12

階 層 別 研 修 係 長 級 研 修 1 102

自己啓発研修 通 信 教 育 － ６

人権同和教育研修 － 全職員

職 場 検 討 会 － 全職員

人事評価制度評価者研修 1 48

保育士等研修 1 183

人材育成研修 救命救急・接遇研修など 1～2 284

委託研修

自 治 大 学 校 ６６ 1

市町村職員中央研修所 4～8 5

愛媛県研修所

市町課長研修 2 5

市町中堅職員研修 5 10

市町係長研修 4 9

専 門 研 修 2～3 8

定期健康診断受診者 338人

人間ドック受診者 400人

公 務 災 害 0件

通 勤 災 害 0件

５　職員の服務の状況

⑴　服務規律の遵守に関する取り組みの状況
　 　通達の発出や各種研修を実施し、職員の服務
規律の遵守に努めている。

⑵　病気休暇の取得状況� （人）

６　職員の研修および勤務成績の評定の状況

⑴　研修の実施状況（H22.4.1～H23.3.31）

７　職員の福祉および利益の保護状況

⑴　健康診断受信者数（H22.4.1～H23.3.31）

８　勤務条件に関する措置の要求の状況

⑴　制度の概要
　 　地方公務員法第 8 条第 2 項第 1 号および大洲
市職員の勤務条件に関する措置の要求に関する
規則に基づき、職員の給与、勤務時間その他勤
務条件に関する要求を審査、判定し、必要な措
置を執る。

⑵　種別、件数について………該当なし

９　不利益処分に関する不服申立ての状況

⑴　制度の概要
　 　地方公務員法第 8 条第 2 項第 2 号および大洲
市職員の不利益処分に関する審査に関する規則
に基づき、職員に対する不利益な処分について
不服申立てに対する採決または決定をする。

⑵　種別、件数について………該当なし

1０　職員からの苦情の処理の状況

⑴　制度の概要
　 　地方公務員法第 8条第 2項第 3号に基づき、職
員からの勤務条件その他人事管理に関する苦情
の申出および相談に対し、助言などを行うほか、
関係当事者に対し、公平委員会の指揮監督の下
に、指導、あっせんその他の必要な措置を行う。

⑵　種別、件数について………該当なし

⑵　勤務成績の評定の状況
　 　所属長による部下職員の勤務実績の評定を年
１回行い、昇任、昇格、配置換などに活用して
いる。

⑶　福利厚生制度に係る負担
　・共済組合への負担金
　　　愛媛県市町村職員共済組合 …919,838千円
　　　公立学校共済組合 ………………34,452千円

　・愛媛県市町村職員互助会への負担金
 ………………5,513千円

⑵　公務災害・通勤災害の認定状況
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Information

項　　目 審議会など
（うち女性委員のいる審議会など）

委員総数
（女性委員数） 女性委員比率

年　　度 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23
地方自治法（第202条の 3）に
該当する審議会などの数 

3６
（32）

38
（33）

37
（32）

834
（1６7）

855
（1６7）

828
（149） 20.0％ 19.5％ 18.0％

地方自治法（第180条の 5）に
該当する審議会などの数 

６
（3）

６
（2）

６
（2）

5６
（5）

5６
（4）

5６
（4） 8.9％ 7.1％ 7.1％

小　計 42
（35）

44
（35）

43
（34）

890
（172）

911
（171）

884
（153） 19.3％ 18.8％ 17.3％

要綱・規程などに基づき市が独自
に設置している審議会などの数

1６
（8）

18
（9）

17
（9）

23６
（27）

221
（25）

233
（2６） 11.4％ 11.3％ 11.2％

合　計 58
（43）

６2
（44）

６0
（43）

1,12６
（199）

1,132
（19６）

1,117
（179） 17.7％ 17.3％ 1６.0％

役付職員（人）うち女性（人） 女性役付職員の内訳 一般職員（人）うち女性（人）課長 課長補佐 係長
Ｈ21 385 118 3 7 108 340 219
Ｈ22 3６7 113 1 7 105 332 209
Ｈ23 3６0 113 2 8 103 340 221

【考　察】�
　大洲市では、審議会などにおける女性の登用率を、平成27年度までに30％にする目標を掲げています
が、全体の数値は減少傾向にあります。その主な理由としては、審議会などの構成員をあて職により選
出しているところが多数あるということが挙げられます。このことから、あて職による選出方法の見直
しや、女性が審議会などに参加しやすい環境を整えることが必要になります。
　今後も、男女共同参画社会の実現に向けて取り組んでいきますので、みなさんのご理解、ご協力をお
願いします。

　大洲市では、毎年「大洲市男女共同参画推進計画」に基づき、市における男女共同参画の進捗状況を公表
しています。下記の表は、平成23年 4 月 1 日現在の数値をまとめたものです。

１　審議会などにおける女性委員の登用状況

※「地方自治法（第202条の 3）に該当する審議会などの数」とは、地方自治法に基づき法令・条例で設置されている審議会な
　どの数です。 
※「地方自治法（第180条の 5）に該当する審議会などの数」とは、教育委員会・選挙管理委員会・公平委員会・監査委員・農
　業委員会・固定資産評価審査委員会の数です。
        
２　自治会長、ＰＴＡなど会長における女性役員

項　目 女性役員数 役員総数 女性役員比率
年　度 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23

区長会・
自治会など

区長会長 0 0 0 30 30 30 0.0％ 0.0％ 0.0％
自治会長 0 0 0 33 33 33 0.0％ 0.0％ 0.0％
会長以外の役員 57 ６0 5６ 475 458 4６4 12.0％ 13.1％ 12.1％

小学校
ＰＴＡ会長 1 0 0 28 28 28 3.６％ 0.0％ 0.0％
会長以外の役員 34 33 35 ６2 ６2 72 54.8％ 53.2％ 48.６％

中学校
ＰＴＡ会長 0 0 0 9 9 9 0.0％ 0.0％ 0.0％
会長以外の役員 12 13 1６ 23 23 27 52.2％ 5６.5％ 59.3％

３　大洲市役所における女性の役付職員（係長および係長相当職以上）と一般職員への登用状況

　男女共同参画の進捗状況について
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平和を、仕事にする。
陸海空自衛官募集

お し ら せ
　
特
別
給
付
金
の
支
給
に
つ
い
て

　

戦
没
者
等
の
妻
お
よ
び
戦
没
者
の
父

母
等
に
対
し
、
特
別
給
付
金
（
記
名
国

債
）
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

Ⅰ�　

戦
没
者
等
の
妻
に
対
す
る
特
別
給

付
金
に
つ
い
て

１　

支
給
対
象
者

　

 　

平
成
23
年
10
月
１
日
に
お
い
て
恩

給
法
に
よ
る
公
務
扶
助
料
な
ど
ま
た

は
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法

に
よ
る
遺
族
年
金
な
ど
の
受
給
権
を

有
し
て
い
る
戦
没
者
等
の
妻
。

２　

国
債
の
名
称

　

 　

第
22
回
特
別
給
付
金
国
庫
債
券

「
と
」
号

３　

国
債
の
請
求
期
間

　

 　

平
成
23
年
10
月
３
日
～
平
成
2６
年

９
月
30
日

４　

支
給
さ
れ
る
特
別
給
付
金

　
　

額
面　

２
０
０
万
円

　
　
（
10
年
償
還
の
記
名
国
債
）

Ⅱ�　

戦
没
者
の
父
母
等
に
対
す
る
特
別

給
付
金
に
つ
い
て

１　

支
給
対
象
者

　

 　

平
成
23
年
10
月
１
日
に
お
い
て
公

務
扶
助
料
、
遺
族
年
金
な
ど
の
受
給

権
ま
た
は
受
給
資
格
を
有
し
、か
つ
、

平
成
23
年
９
月
30
日
ま
で
に
氏
を
同

じ
く
す
る
自
然
血
族
た
る
子
ま
た
は

孫
を
有
す
る
に
至
ら
な
か
っ
た
父
母

ま
た
は
祖
父
母
。

２　

国
債
の
名
称

　

 　

第
24
回
特
別
給
付
金
国
庫
債
券

「
に
」
号

３　

国
債
の
請
求
期
間

　
 　

平
成
23
年
10
月
３
日
～
平
成
2６
年

９
月
30
日

４　

額　

面

　
　

１
０
０
万
円

　
　
（
５
年
償
還
の
記
名
国
債
）

※ 　

Ⅰ
・
Ⅱ
と
も
、
期
限
内
に
請
求
が

な
い
場
合
は
、
受
給
で
き
な
く
な
り

ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

高
齢
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係

☎
㉔
１
７
１
４
（
内
線
１
７
１
）

長
浜
支
所
地
域
振
興
課

☎
�
１
１
１
３
（
直
通
）

肱
川
支
所
地
域
振
興
課

☎
㉞
２
３
４
７
（
直
通
）

河
辺
支
所
地
域
振
興
課

☎
㊴
２
１
１
３
（
直
通
）

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒
募
集
に
つ
い
て

平
成
９
年
４
月
１
日
ま
で
の
間
に
生
ま

れ
た
人
）
の
男
子
で
、
中
学
校
卒
業
者

ま
た
は
中
等
教
育
学
校
の
前
期
課
程
修

了
者
（
平
成
24
年
３
月
に
中
学
校
卒
業

ま
た
は
中
等
教
育
学
校
の
前
期
課
程
修

了
見
込
み
の
人
を
含
む
。）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

自
衛
隊
愛
媛
地
方
協
力
本
部

大
洲
地
域
事
務
所

〔
旧
大
洲
市
立
図
書
館
２
階
〕

☎
㉔
４
１
２
３

市
民
課
自
衛
官
募
集
担
当

☎
㉔
１
７
１
０

　

高
等
工
科
学
校
と
は
、
将
来
陸
上
自

衛
隊
に
お
い
て
、
高
機
能
化
・
シ
ス
テ

ム
化
さ
れ
た
装
備
品
を
駆
使
・
運
用
す

る
と
と
も
に
、
国
際
社
会
に
お
い
て
自

信
を
持
っ
て
対
応
で
き
る
自
衛
官
と
な

る
人
を
養
成
す
る
た
め
の
学
校
で
す
。

（
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
教
育
を
重
視
し
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
・
通
信
電
子
技
術
分
野

な
ど
の
教
育
が
充
実
し
て
い
ま
す
。）

　

教
育
課
程
は
４
年
で
、
生
徒
課
程
３

年
間
を
修
了
す
る
と
、
陸
士
長
に
任
命

さ
れ
、
引
き
続
き
生
徒
陸
曹
候
補
生
課

程
１
年
間
を
修
了
後
、
３
等
陸
曹
に
昇

任
し
、
防
衛
大
学
校
学
生
、
航
空
学
校

学
生
の
受
験
資
格
が
得
ら
れ
ま
す
。
そ

の
後
、
一
般
幹
部
候
補
生
部
内
選
抜
試

験
に
合
格
す
れ
ば
、
幹
部
に
昇
任
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

１　

応
募
期
間

　

11
月
１
日
㈫
か
ら
平
成
24
年
１
月
６

日
㈮
ま
で
（
締
切
日
必
着
）

　

た
だ
し
、
平
成
24
年
３
月
中
学
校
卒

業
者
ま
た
は
中
等
教
育
学
校
の
前
期
課

程
修
了
予
定
者
の
受
け
付
け
に
つ
い
て

は
、
文
部
科
学
・
厚
生
労
働
両
省
か
ら

示
さ
れ
た
期
日
以
降
実
施
し
ま
す
。

２　

応
募
資
格

　

平
成
24
年
４
月
１
日
現
在
15
歳
以
上

17
歳
未
満
（
平
成
７
年
４
月
２
日
か
ら

受験料無料
ぜひチャレンジを！

★自衛官募集ＨＰ
　http://www.mod.go.jp/

gsdf/jieikanbosyu/
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Information

　
第
63
回
人
権
週
間　

12
月
４
日
～
12
月
10
日

平
成
23
年
度
啓
発
活
動
重
点
目
標

「
み
ん
な
で
築
こ
う人権

の
世
紀
」

～
考
え
よ
う　
相
手
の
気
持
ち　
育
て
よ
う　
思
い
や
り
の
心
～

肱
川
の
伐
採
木
を提

供
し
ま
す

　

12
月
４
日
か
ら
12
月
10
日
ま
で
の
１

週
間
は
人
権
週
間
で
す
。

　

人
権
に
つ
い
て
の
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ロ

ー
ガ
ン
を
強
調
事
項
と
し
て
、
各
種
行

事
を
実
施
し
ま
す
。

　

人
権
問
題
で
困
っ
て
い
る
人
は
、
お

近
く
の
法
務
局
ま
た
は
人
権
擁
護
委
員

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

松
山
地
方
法
務
局

☎
０
８
９
（
９
３
２
）
０
８
８
８

松
山
地
方
法
務
局
大
洲
支
局

☎
㊿
５
０
５
５

子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

☎
０
１
２
０
（
０
０
７
）
１
１
０

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎
０
５
７
０
（
０
７
０
）
８
１
０

【
相
談
内
容
】

　

差
別
待
遇
、
暴
行
・
虐
待
、
い
じ
め
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
、
家
庭
お
よ
び

近
隣
関
係
な
ど
に
お
け
る
人
権
問
題
に

関
す
る
あ
ら
ゆ
る
相
談

（
予
約
不
要
・
無
料
・
秘
密
厳
守
）

【
日　

時
】

12
月
５
日
㈪

午
前
９
時
～
午
後
９
時

【
電
話
番
号
】

 
☎
０
１
２
０
︱

４し

５こ

９く
︱

７な
や
み
な
し

３
７

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

携
帯
電
話
か
ら
の
相
談
も
可
能

【
相
談
担
当
者
】

人
権
擁
護
委
員
、
法
務
局
職
員

【
主　

催
】

松
山
地
方
法
務
局

愛
媛
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

　

今
年
度
も
、
肱
川
で
立
ち
枯
れ
、
流

水
阻
害
に
な
っ
て
い
た
エ
ノ
キ
な
ど
の

伐
採
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

コ
ス
ト
縮
減
お
よ
び
地
域
の
み
な
さ

ん
の
有
効
利
用
の
観
点
か
ら
、
伐
採
木

の
無
償
配
布
を
実
施
し
ま
す
。

　

な
お
、
札
付
け
な
ど
に
よ
る
予
約
・

取
り
置
き
は
し
ま
せ
ん
の
で
、
必
要
な

量
を
そ
の
都
度
自
由
に
お
持
ち
帰
り
く

だ
さ
い
。
積
み
込
み
、
運
搬
は
各
自
で

行
い
、
そ
の
際
の
事
故
・
ト
ラ
ブ
ル
な

ど
に
つ
い
て
は
、
国
土
交
通
省
で
は
一

切
責
任
を
持
ち
ま
せ
ん
。

【
配
布
期
間
】

　

平
成
23
年
11
月
28
日
㈪
～
平
成
24
年

３
月
31
日
㈯
（
途
中
追
加
の
場
合
は
あ

り
ま
す
が
、
伐
採
木
が
な
く
な
り
次
第

終
了
し
ま
す
。）

【
配
布
場
所
】

　

八
多
喜
備
蓄
ヤ
ー
ド

　
（
祇
園
橋
下
流
の
河
口
に
向
か
っ
て

右
側
の
堤
防
の
民
地
側
）

※ 

現
地
に
は
看
板
を
設
置
し
て
い
ま

す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

国
土
交
通
省　

大
洲
河
川
国
道
事
務
所

肱
川
出
張
所

☎
㉕
４
６
４
９

「
人
権
問
題
に
関
す
る
12
時
間

電
話
相
談
」開
設
の
お
知
ら
せ

国
民
年
金
の
加
入
手
続
き

　

こ
ん
な
と
き
に
国
民
年
金
（
第
一
号

被
保
険
者
）
へ
の
加
入
手
続
き
が
必
要

で
す
。

・
会
社
な
ど
に
勤
め
て
い
る
人
以
外

で
、
20
歳
に
な
っ
た
と
き

・
会
社
な
ど
を
退
職
し
た
と
き

・
配
偶
者
の
被
扶
養
者
で
な
く
な
っ
た

と
き

※ 

国
民
年
金
第
一
号
被
保
険
者
と
は
、

自
営
業
者
・
農
林
漁
業
従
事
者
・
学

生
・
フ
リ
ー
タ
ー
な
ど
の
人
が
加
入

す
る
年
金
で
す
。

※ 

加
入
手
続
き
が
必
要
な
の
は
、
日
本

国
内
に
住
所
の
あ
る
20
歳
以
上
６0
歳

未
満
の
人
で
す
。

【
手
続
き
に
必
要
な
も
の
】

・
年
金
手
帳
（
20
歳
に
な
り
初
め
て
年

金
に
加
入
す
る
場
合
は
、
年
金
手
帳
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。）

・
印
鑑

・
退
職
日
や
扶
養
で
な
く
な
っ
た
日
を

確
認
で
き
る
書
類

（
例
…
離
職
票
や
退
職
証
明
書
な
ど
）

【
届
出
先
】

・
市
役
所
の
国
民
年
金
担
当
窓
口

【
問
い
合
わ
せ
先
】

松
山
西
年
金
事
務
所　

☎
０
８
９
（
９
２
５
）
５
１
０
５

市
民
課
市
民
第
１
係

☎
㉔
２
１
１
１

（
内
線
１
１
１
・
１
１
２
）

長
浜
支
所
地
域
振
興
課

☎
�
１
１
１
３
（
直
通
）

肱
川
支
所
地
域
振
興
課

☎
㉞
２
３
３
１
（
直
通
）

河
辺
支
所
地
域
振
興
課

☎
㊴
２
１
１
３
（
直
通
）
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利用者カードの更新について
　「利用者カード」の有効期限は、発行日から 3年
間となっています。利用期間を経過しますと、自動
貸出機の利用やインターネットの貸出予約が出来な
くなりますので、カウンターまでお越しください。
　更新手続きには、利用者カードと住所を確認でき
るものをご持参ください。
　なお、ご自分のカードの有効期限を確認したい人
は、図書館へお問い合わせください。

○カードの有効期限…発行日から 3年間
○更新に必要なもの
　①利用者カード
　②住所を確認できるもの
　　　　　　　　　　　（運転免許証、保険証など）

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3

4 5 6 7 8 ９ 10
11 12 13 14 15 16 17
18 1９ 20 21 22 23 24
25 26 27 28 2９ 30 31

■＝12月の休館日
開館時間
　午前 9時30分～午後 ６時
※ 28日は館内図書整理日のため休館します。

大洲市立図書館	 　☎ 5９－4111
長浜分館	 　☎ 52ー1121
肱川分館	 　☎ 34ー231９
河辺分館　	 　☎ 3９－2111

図書館

　新時代の鼓動が響く幕末の江戸。硝
子職人を目指して棘の道を歩き出した
おはん。パリ万博出品の栄光をつかん
だその時、おはんを襲ったのは…。情
熱に従って生きた一人の女性を描く、
長編時代小説。

　雪深い村で奔放なスキーをしていた
一子はモーグルと出会う。ライバルや
家族との衝突、初めての恋…。さまざ
まな試練を乗り越え、才能を開花させ
ていく女の子の爽やかな成長を描く。

　アガサ・クリスティー、アーサー・
コナン・ドイルから、松本清張、宮部
みゆき、伊坂幸太郎まで、古今東西の
ミステリを講義形式で解説する。『本
の窓』連載に加筆修正し書籍化。

※このほかにもたくさんの本が入っています。（随時配架しています。）
　図書館のホームページで図書の検索ができます。

（本文紹介TRCマークより）

オススメ新着図書

12月展示

有 効 期 限 は ３ 年 で す

　切って重ねて煮るだけで、だしナシ
でも、うまみたっぷり！ いいことず
くめの調理法「重ね煮」で作る野菜レ
シピや、アレンジ自在のレシピ、材料
2 ～ 3 品でできる小さなおかずなどを
紹介します。

一般：心も体もポッカポカ
～冬の健康づくり～

　これからの寒い時期に向けて、病気の予防や、寒
さ対策、冷えた体にぴったりの料理など「冬の健康
づくりに関する本」を展示しています。風邪をひい
たり、家にこもりがちになってしまう寒い冬、そん
な冬を楽しく健康に過ごすための工夫が盛りだくさ
んです。

児童：�詩のせかい
～声にだして読んでみよう～

　詩とは「ことば」と「ことば」をつなぎあわせて
生まれるものです。一つ一つの「ことば」を、舌や
くちびるで味わってみると…あら不思議！ことばの
魔法にかかってしまうかもしれません。今月は、い
ろいろな詩の本を展示しています。詩のせかいを、
自由に楽しんでください。

夢の浮橋
蜂谷 涼著　出版：文藝春秋

モーグルビート！（児童書）　
工藤 純子作，加藤 アカツキ絵　出版：ポプラ社

謎解き名作ミステリ講座
佳多山 大地著　出版：講談社

重ね煮だからすごくおいしい
梅崎 和子著　出版：家の光協会
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保健センター
大洲市保健センター☎23-0310（大洲地域）
長浜保健センター　☎52-3055（長浜地域）
肱川保健センター　☎34-2340（肱川地域）
河辺保健センター　☎39-2113（河辺地域）

12月の各種検診（健診）

　乳幼児関係（実施場所　大洲市保健センター）　
事　業　名 実　施　日 受付時間 該　当　者 対象地域 持　参　品

４か月児健康診査 12月６日㈫
午後１時～

１時30分

平成23年７月生まれ
市内
全域

母子健康手帳・アンケ
ート・バスタオル10か月児育児相談 12月７日㈬ 平成23年２月生まれ

１歳６か月児健康診査 12月13日㈫ 平成22年５月生まれ 母子健康手帳・アンケ
ート・歯ブラシ３歳児健康診査 12月20日㈫ 平成20年11月生まれ

★子宮頸がん・乳がん・大腸がん検診無料クーポン券について

　がんの早期発見、早期治療に結びつけるため、子宮頸がん検診、乳がん検診、大腸がん検診について、
それぞれ一定の年齢、性別の人に「がん検診無料クーポン券」を送付しています。�まだ受診されて
いない人は、ぜひこの機会に健康のためがん検診を受診してください。
　クーポン券をご持参のうえ、下記の日程に受診してください。

●子宮頸がん検診
　・�集団検診は終了しました。個別検診は市内４か所の委託医療機関で、平成24年２月29日㈬まで

受診ができます。
●乳がん検診　
　・集団検診のみ実施しています。事前に申し込みをお願いします。
　　日　時：平成24年２月28日㈫
　　受　付：９時～ 11時30分、午後１時～３時30分
　　場　所：大洲市保健センター　
●大腸がん検診
　・集団検診のみ実施しています。時間内に検査容器をご持参ください。
　　（便をとるだけです。）
　　日　時：12月21日㈬、平成24年１月18日㈬、２月28日㈫
　　受　付：午前９時～10時
　　場　所：大洲市保健センター

　

12
月
１
日
～
12
月
７
日
は
﹁
愛
媛
エ

イ
ズ
予
防
週
間
﹂
で
す
。

　

八
幡
浜
保
健
所
で
は
、
12
月
７
日
㈬

に
﹁
夜
間
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
・
エ
イ
ズ
電
話

相
談
﹂
を
行
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、

検
査
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
実 

施 

日
】　

12
月
７
日
㈬

【
受
付
時
間
】　

午
後
５
時
30
分
～
７
時
30
分

【
場
　
　
所
】　

八
幡
浜
保
健
所

　
（
南
予
地
方
局
八
幡
浜
支
局
１
階
）

【
受
付
方
法
】

無
料
・
匿
名
（
予
約
不
要
）

【
電
話
相
談
】　

☎
０
８
９
４
㉒
４
１
１
１

（
内
線
３
１
３
・
３
１
４
）

※�

陰
性
の
場
合
は
、
当
日
30
分
程
度
で

結
果
が
出
ま
す
。

　

こ
の
検
査
は
、
感
染
の
機
会
が
あ
っ

て
か
ら
３
か
月
以
上
経
過
し
な
い
と
、

検
査
結
果
が
正
確
に
出
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

毎
週
月
曜
日
（
祝
日
を
除
く
。）
午

前
10
～
11
時
に
も
同
様
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検

査
・
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

愛
媛
エ
イ
ズ
予
防
週
間
の

お
知
ら
せ
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相 談 ご と 案 内

無料法律相談
時　12月15日㈭　午後 2時～ 4時30分
場　大洲商工会館　※要電話予約
問　大洲商工会議所　☎24－4111

年金出張相談
大洲地域
時　12月 ６ 日㈫ ・ 1６日㈮ ・ 22日㈭
　　午前10時～午後 3時30分
場　大洲市総合福祉センター
長浜地域
時　12月 9 日㈮　午前10時～午後 3時30分
場　長浜町商工会
問　松山西年金事務所　☎089－925－5105

人権相談
大洲地域
時　12月 8 日㈭　午前10時～正午
場　旧図書館 4階会議室
時　12月14日㈬　午前10時～正午
場　南久米公民館
肱川地域
時　12月15日㈭　午前10時～正午
場　肱川公民館
問　急ぐときは法務局大洲支局　☎0570－003－110
    市役所人権啓発課　☎24－174６ （直通）

行政相談（総務省）
大洲地域
時　12月21日㈬　午前 9時～正午
場　市役所 3階会議室
問　市役所総務課　　☎24－2111
長浜地域
時　12月1６日㈮　午後 1時～ 4時
場　長浜体育館和室
問　長浜支所　☎52－1111
肱川地域
時　12月 5 日㈪　午後 1時30分～ 4時30分
場　肱川公民館 2階青年室
問　肱川支所　☎34－2311
河辺地域
時　12月12日㈪　午前10時～正午
場　河辺老人福祉センター
問　河辺支所　☎39－2111

物忘れ相談
時　12月21日㈬　午後 1時30分～ 2時30分
場　総合福祉センター 1階応接室　※要電話予約
問　高齢福祉課内地域包括支援センター
　　☎24－2111 （内線1６9 ・ 17６）

心配ごと相談
大洲地域
時　 一般相談　毎週月・水曜日
　　法律相談　毎週火・木曜日
　　介護相談　毎週金曜日
　　 午前10時～正午・午後 1時～ 4時
　　※祝日・年末年始を除く
場　総合福祉センター（相談室直通）☎23－5６29
問　総合福祉センター 1階
　　社会福祉協議会窓口　☎23－0313
長浜地域
時　12月1６日㈮　午後 1時～ 4時
場　長浜体育館和室
問　大洲市社協長浜支所　☎52－1194
肱川地域
時　12月 5 日㈪　午後 1時30分～ 4時30分
場　肱川公民館 2階青年室
問　大洲市社協肱川支所　☎34－2312
河辺地域
時　12月12日㈪　午前 9時～正午
場　河辺老人福祉センター
問　大洲市社協河辺支所　☎39－2510

不動産無料相談
時　12月15日㈭　午前10時～午後 4時
場　宅建協会大洲地区連絡協議会
問　トミナガ不動産㈲　☎24－0６37

ふれあいスクール相談【不登校など】
時　 月～木　午前 8時30分～午後 5時
　　祝日・年末年始を除く
場　国立大洲青少年交流の家〔自然環境館〕　
問　☎24－1414

青少年相談室
時　 月～金　午前 8時30分～午後 5時15分
　　祝日・年末年始を除く
場　大洲市民会館内青少年センター　　　
問　☎24－7830

子育て相談
《家庭児童相談》
時　 月～金　午前 8時30分～午後 5時15分
　　祝日・年末年始を除く
場　市役所社会福祉課（子育て支援室）
問　☎24－2111
《家庭教育・子育て相談》
時　 火・木・金曜日の午前 9時～午後 4時
　　祝日・年末年始を除く
場　 喜多小学校内（大洲子育てサポートそよ風）
問　☎24－4580
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日曜・祝日の当番医

救急当番病院　

11
月
３
日（
木
）、
大
洲
ま

つ
り
を
取
材
し
ま
し
た
。
お

ま
つ
り
村
、大
洲
城
、浪
漫
祭
。

ど
の
会
場
も
盛
況
で
、
訪
れ

た
人
た
ち
は
屋
台
や
イ
ベ
ン

ト
な
ど
、
ま
つ
り
の
醍
醐
味

を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

　

お
ま
つ
り
村
の
開
村
式
の

後
、大
洲
青
年
会
議
所
（
Ｊ
Ｃ
）

か
ら
大
洲
市
に
車
椅
子
の
寄
贈

が
あ
り
ま
し
た
。
会
員
の
み
な

さ
ん
が
鉄
く
ず
を
集
め
、
換
金

し
て
購
入
し
た
そ
う
で
す
。

　

Ｊ
Ｃ
の
地
域
奉
仕
活
動
を

応
援
し
て
い
ま
す
。

�

か

現在の大洲

今 月 の 表 紙

　11月４日㈮、大洲喜多休日夜間急患センターを
取材しました。喜多医師会の会員の医師をはじめ、
医療関係者が施設の内部を視察し、施設の設備状
況や医療機器の点検、実際の診療の手順について
確認をしていました。 大洲北中学校２年（作成当時）

上田　瑛
えい

斗
と

さん

picture 写真
letter 題字作成者

税　　　別 12月 １月 ２月 ３月

市 県 民 税 4 期 5 期

固 定 資 産 税 5 期

軽 自 動 車 税

国 民 健 康 保 険 税 6 期 7 期 8 期 9 期

市税などの納付は、便利で安心な「口座振替」を！

12月の納税など　納期限は12月27日㈫です

　曜日によって救急当番病院は変わります。昼間・夜間の急
患などのご相談は、その日の当番病院まで。

月・火曜日
市 立 大 洲 病 院（西大洲） 

☎24－2151

水　曜　日
加 　 戸 　 病 　 院（内子町） 

☎44－5500

木　曜　日
神 南 診 療 所（新　谷） 

☎25－7720

金〜日曜日
大 洲 中 央 病 院（東大洲） 

☎24－4551

人の動き（先月比）

人口　　　47,894人　（－66）
　男　　22,799人　（－35）
　女　　25,095人　（－31）
世帯数　20,190世帯（－19）

交通事故（昨年同期）

　件数　��167件（142件）
　死者　　 ２人（２人）�
　負傷者　205人（174人）

（2011年10月末現在）

編
集
後
記

 　軽度の症状の場合は、こちらの医院をご利用ください。  都合により当番医が変更になる場合があります。 
（小児科）                                                                                                                                                  （内　科）

12月 4 日㈰ さ わ い 小 児 科 医 院
 （大洲市中村）

☎0893－ 24－ 7530 大洲喜多休日夜間急患センター

【場　　所】　大洲市東大洲88番地 1
【電　　話】　0893－23－115６
【診療時間】　平日・土曜　午後 8時～11時
　　　　　　日曜・祝日　午前9時～午後６時
※12月１日㈭から診療します。
※ 急患センターの開院に伴い、内科の当番医はなくなり
ます。

※ 休日や夜間に急に具合が悪くなった人の診察を行います。
　一般の夜間診療所ではありません。

12月11日㈰ ご う お 小 児 科 医 院
 （大洲市西大洲）

☎0893－ 24－ 3936

12月18日㈰ みかんこどもクリニック
 （八幡浜市白浜）

☎0894－ 20－ 8800

12月23日㈮ 亀 井 小 児 科
 （大洲市東大洲）

☎0893－ 24－ 3757

12月25日㈰ 八 幡 浜 急 患 セ ン タ ー
 （八幡浜市大平）

☎0894－ 24－ 1199

12月31日㈯ お お む ら 小 児 科
 （内子町城廻）

☎0893－ 44－ 7117

（診療時間：午前８時30分～翌日の午前８時30分）

※

※

（診療時間：午前９時～午後５時　※は午後６時まで）

広告

みんなそろって
　　　家族写真！
みんなそろって
　　　家族写真！
みんなそろって
　　　家族写真！

笹川写真館 大洲市大洲614
☎（0893）24－3364

六切１枚
8,400円（税込）

HP：http://factsasagawa.com   E-mail：info@factsasagawa.com

１月３日より営業

広告

大洲
大洲市東大洲208-1

営業時間
9：30～19：30

☎0893-59-1222

至大洲駅 至松山

田口・徳森線

国道56号線

TSUTAYA ダイキ

ハリカ 着物の
おがた

曽根
プロパン

大洲

どうしの国内メールは24時間無料

どうしは １時～21時
まで

通話無料 はじまるともコミ
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広告

http://www.yotchan-honpo.jp

0893-26-0041
お問合せ・ご注文は！

10名様限定！
ご来店時粗品
プレゼント

当店お取り寄せ当店お取り寄せ当店お取り寄せ
№1
人気

じゃこ天・
じゃこカツ
じゃこ天・
じゃこカツ 3,500円

（税込）

贈り物に
3,500円

（税込）

贈り物に

発
行

／大
洲

市
役

所
　

編
集

／企
画

調
整

課
〒

795 － 8601 愛
媛

県
大

洲
市

大
洲

690－
1　

☎
0893 － 24 － 2111

広
報

大
洲

12
月

号
  No.83

大
洲
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.city.ozu.ehim

e.jp/
広
報
お
お
ず
は
再
生
紙
お
よ
び
植
物
油
イ
ン
ク
を

使
用
し
て
お
り
ま
す
。

紙 ・ 金 属 ・ 木 く ず ・ 
廃 プ ラ の リ サ イ ク ル  

有限 
会社 クリーンセンター 

広告 ユーズドショップ亀田

亀 田 質 店
バイパス大洲南出口
より旧56号線へ150m大洲店 24-5700

【営業時間】9：00～20：30 【定休日】土曜日

金・プラチナ高価買取　ブランド品販売

がんばるひと
おおずの元気

　厳しい練習を積み重ね、全日本吹奏楽コンクールで輝か

しい成績を収め続ける大洲南中学校吹奏楽部のみなさん。

　今回は、大洲南中学校吹奏楽部部長の大田楓さんに、

日頃の部の活動や練習について話を伺いました。

　大洲南中学校吹奏楽部（３年）

　　　部　長　大　田　　楓
かえで

さん

　

大
洲
南
中
学
校
吹
奏
楽
部
は
、
顧
問
の
濱

田
眞
弓
先
生
の
ご
指
導
の
下
、
現
在
、
34
人

で
活
動
し
て
い
ま
す
。
演
奏
で
は
自
分
た
ち

ば
か
り
が
楽
し
む
の
で
は
な
く
、
聴
い
て
く

れ
る
人
全
て
が
楽
し
く
な
る
よ
う
な
演
奏

を
、
部
員
み
ん
な
で
心
が
け
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
が
一
番
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
は
、

濱
田
先
生
が
い
つ
も
言
わ
れ
る
「
人
柄
が
音

楽
を
創
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
人
間
性
を

高
め
る
た
め
に
、
明
る
く
元
気
な
挨
拶
、
誰

か
の
た
め
に
気
遣
う
心
、
諦
め
な
い
気
持
ち

を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
壁
に
ぶ

つ
か
り
、問
題
点
が
見
つ
か
っ
た
と
き
を
チ
ャ

ン
ス
と
と
ら
え
、
こ
れ
を
解
決
で
き
れ
ば
大

き
く
成
長
で
き
る
と
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
７
月
29
日
に
開
催
さ
れ
た
全
日
本
吹

奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
愛
媛
県
大
会
で
は
、
金
賞
を

受
賞
し
、
県
代
表
と
な
り
ま
し
た
。
３
年
連

続
四
国
大
会
出
場
と
と
も
に
、
３
年
連
続
四

国
大
会
金
賞
と
い
う
高
い
評
価
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

全
国
大
会
へ
の
出
場
は
果
た
せ
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
下
級
生
の
部
員
に
は
全
国
大
会
を

目
指
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
プ
レ
ッ
シ

ャ
ー
に
負
け
ず
に
、
自
分
た
ち
ら
し
さ
を
出

し
て
頑
張
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
コ
ン
ク
ー
ル
の
他
に
、
年
２
回

市
民
会
館
で
演
奏
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
青
少
年
交
流
の
家
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
や
菜

の
花
フ
ェ
ス
タ
で
も
演
奏
を
し
て
い
ま
す
。「
南

中
サ
ウ
ン
ド
は
魔
法
の
ウ
イ
ン
ド
！
」
を
合

い
言
葉
に
、
み
な
さ
ん
の
心
を
温
か
く
ハ
ッ

ピ
ー
に
し
、
勇
気
を
与
え
ら
れ
る
よ
う
に
頑

張
っ
て
い
ま
す
。
で
き
る
だ
け
多
く
の
市
民
の

み
な
さ
ん
に
、
大
洲
南
中
学
校
吹
奏
楽
部
の

演
奏
を
聴
い
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。


